
 

こんにちは、日本史の岡上です。「東大日本史のみかた」の連載７年目です。よろしくお願いします。今年

度も東大の最新の問題の解説と、その問題の根底にある「東大が受験生に問いたい（知っておいてもらいた

い）日本史」について考えていきたいと思います。 
また、昨年度に引き続き、「（日本語としては）よく書けているが、（問題の解答としては）点にならない」

解答にならないよう、「点に繋がる解答、合格に繋がる解答を作成するために何が大事なのか」といった観点

からもお話ししていきたいと思います。 
さて、第 25 回となる今回は 2015 年の東大日本史の第１問を取り上げてお話をしていきたいと思います。

さぁ、１週間、しっかり問題を考えてみてください。 

 
 
【2015 年度 東京大学 文科前期 第１問】 

 

日本列島に仏教が伝わると，在来の神々への信仰もいろいろな影響を受けることとなった。それに関す

る次の(1)～(6)の文章を読んで，下記の設問Ａ・Ｂに答えなさい。 

 

(1) 大和国の 大神 E

おおみわ

A神社では，神体である三輪山が祭りの対象となり，のちに山麓に建てられた社殿は礼

拝のための施設と考えられている。 

 

(2) 飛鳥寺の塔の下には，勾玉や武具など，古墳の副葬品と同様の品々が埋納されていた。 

 

(3) 藤原氏は，平城遷都にともない，奈良の地に氏寺である興福寺を建立するとともに，氏神である春日

神を祭った。 

 

(4) 奈良時代前期には，神社の境内に寺が営まれたり，神前で経巻を読む法会が行われたりするようにな

った。 

 

(5) 平安時代前期になると，僧の姿をした八幡神の神像彫刻がつくられるようになった。 

 

(6) 日本の神々は，仏が人々を救うためにこの世に仮に姿を現したものとする考えが，平安時代中期にな

ると広まっていった。 

 

設 問 

Ａ 在来の神々への信仰と伝来した仏教との間には違いがあったにもかかわらず，両者の共存が可能と

なった理由について，２行以内で述べなさい。 

 

Ｂ 奈良時代から平安時代前期にかけて，神々への信仰は仏教の影響を受けてどのように展開したのか，

４行以内で述べなさい。 
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